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松
江
ま
ち
か
ど

ー

市役所本庁コンビニエンスストア
「生活彩家（せいかつさいか）」オープン！

　弁当や飲み物、日用雑貨など通常のコンビニ同様の商品はもち
ろん、松江ならではのお土産や地酒も取り揃えています。
　市役所へお越しの際は、ぜひお立ち寄りください！

営業時間：開庁日の7：30～ 18：00
　※4月1日（水）以降は7：30～ 21：00
　　（18：00以降は無人によるセルフレジ方式）

まいぶんTIME

Vol.28

松江市の遺跡や出土品（埋蔵文化財）について紹介します

宍道町の炭窯「篠ノ谷遺跡」
　令和7年度の調査で、宍道町上来待の山中に複数の炭窯を確認し
ました。原料のある山で製炭し、製品となった炭を運び出していた
ようです。このうち1基の発掘調査を行い、窯の構造を記録しまし
た。今後、窯の構造や炭の分析から、生産規模や時期を探る予定で
す。当地域で炭づくりが盛んであったことを示す貴重な資料となり
ました。

しの　 の　 たに　 い　 せき

〈発掘調査調査の作業の様子〉

生活のために、
自分たちで炭を手作りする
必要があったんだね。

詳細は
こちら

煙突部

焼成室
焚口

目次
02

　04

05

06
07
08
09

10

11

12
14

15
22

カーシェアリングで Let's EV体験
松江まちかどダイアリー／小泉八雲とセツの
面白エピソード
松江市長 上定昭仁の「上を向いていこう」／
まいぶんTIME
食べごろ松江／シリーズ松江の匠
マイレポート／松江市公式LINE友だち募集中！
市役所本庁　西エリアのご案内

〈エコクリーン松江〉家庭ごみの搬入が予約制
となります！／島根半島・宍道湖中海ジオパーク
再認定達成
松江の歴史を探りませんか？ 書籍を刊行
しました／松江市職員採用試験・前期日程
スマホやSNS、正しく使えてる？

「メディア教育」推進中！
子育て・健康・福祉
国民健康保険・後期高齢者医療制度加入者
の所得申告／狂犬病予防注射は飼い主の
義務です
情報ひろば
でかけてごしない～イベント情報～

　

松江市ホームページ
防災メールに登録しましょう。
QRコードを読み取って、
空メールを送ってください。

商標について：ＱＲコードは、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。
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上を向いていこう
松江市長  上定 昭仁 の　

〈市HP〉

 2
24

協
会
主
催
・
松
江
市
協
力
）を
、
4
月
25

日（
土
）、
26
日（
日
）両
日
と
も
10
時
〜

午
後
4
時
に
イ
オ
ン
松
江
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
す（
本
誌
裏
表

紙
ご
参
照
）。

ま
た
、
昨
年
初
め
て
職
員
有
志
に
よ

り
実
施
し
て
好
評
だ
っ
た
、
松
江
市
役
所

で
の「
お
も
て
な
し
茶
会
」を
24
日（
金
）

に
催
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い（
詳
細
は
、決
ま
り
次
第
本
市
S
N
S

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）。

そ
の
ほ
か
、
市
内
ス
ー
パ
ー
・
茶
舗
・

和
菓
子
店
で
の
特
設
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

や
、
お
茶
を
使
っ
た
学
校
給
食
メ
ニ
ュ
ー

の
提
供
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

4
月
24
日
は
、
み
な
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ

の
ス
タ
イ
ル
で
、松
江
の「
茶
の
湯
文
化
」

を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
ね
！

松
江
は
、
京
都
・
金
沢
と
並
ん
で
日
本

三
大
菓
子
処
、
茶
処
と
呼
ば
れ
ま
す
が
、

こ
れ
は「
茶
の
湯
文
化
」が
根
付
い
た
城

下
町
と
し
て
著
名
で
あ
る
こ
と
に
ち
な

ん
で
い
ま
す
。
　

で
は
、
な
ぜ「
茶
の
湯
文
化
」が
松
江

に
根
付
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
江
戸
時

代
後
期
に
松
江
藩
松
平
家
7
代
藩
主
・
松

平
治
郷（
不
昧
）が
茶
道
「
不
昧
流
」
を

大
成
し
て
、
お
茶
を
嗜
む
習
慣
が
武
士

や
庶
民
に
普
及
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

例
に
漏
れ
ず
私
の
実
家
で
も
、
午
前

10
時
と
午
後
3
時
に「
お
茶
の
時
間
」が

あ
り
、
こ
ど
も
の
頃
は
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ

ス
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
片
手
に
、
親
の

点
て
た「
薄
茶
」で
喉
を
潤
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
近
所
に
は
、
茶
舗
や
和
菓

子
店
が
軒
を
連
ね
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
松
江
な
ら
で
は
の「
茶
の
湯

文
化
」を
守
り
継
承
す
る
た
め
、
本
市
で

は
、
平
成
30
年
の
不
昧
公
没
後
2
0
0

年
の
節
目
に「
不
昧
公
2
0
0
年
祭
」を

開
催
す
る
と
と
も
に
、
平
成
31
年
4
月

に「
松
江
市
茶
の
湯
条
例
」を
制
定
し
ま

し
た
。
こ
の
条
例
で
、
不
昧
公
の
命
日

で
あ
る
4
月
24
日
を『
茶
の
湯
の
日
』と

し
、
毎
年
お
茶
に
ま
つ
わ
る
多
彩
な
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
　

今
年
も
、
親
子
連
れ
で
参
加
で
き
る

「
茶
の
湯
の
日
イ
ベ
ン
ト
」（
松
江
菓
子

4
月
24
日
は

　茶
の
湯
の
日
で
す

松江市PRキャラクター
おまっちぇ

小泉八雲とセツに関する出前講座の申込受付中。詳しくはこちら▶

～八雲とセツのちょっとしたエピソードをご紹介します～

毎朝、八雲がセツに行った可愛らしい「習慣」

　熊本時代の八雲の日常は規則正し

いものでした。朝6時起床、7時に

朝食を終えると、その日に着る洋服

を、セツがひとつひとつ順番に手渡

してくれます。さらにポケットまで

検めるセツ流を、最初八雲は「男の

怠惰心を助長する」と嫌いました。

しかし、妻の楽しみを奪ってはいけ

ないと、やがて考えを改め、セツの思うに任せます。

　午前7時半、家中の全員が玄関に集合し主のお見送り。そっと前に差出

されたセツの手にキスするのが、八雲のお決まりでした。

〈小泉八雲熊本旧居〉

あらた

あるじ

たい  だ

市報松江  2026.4



０５ ０４

ダ
イ
リア

松
江
ま
ち
か
ど

ー

市役所本庁コンビニエンスストア
「生活彩家（せいかつさいか）」オープン！

　弁当や飲み物、日用雑貨など通常のコンビニ同様の商品はもち
ろん、松江ならではのお土産や地酒も取り揃えています。
　市役所へお越しの際は、ぜひお立ち寄りください！

営業時間：開庁日の7：30～ 18：00
　※4月1日（水）以降は7：30～ 21：00
　　（18：00以降は無人によるセルフレジ方式）

まいぶんTIME

Vol.28

松江市の遺跡や出土品（埋蔵文化財）について紹介します

宍道町の炭窯「篠ノ谷遺跡」
　令和7年度の調査で、宍道町上来待の山中に複数の炭窯を確認し
ました。原料のある山で製炭し、製品となった炭を運び出していた
ようです。このうち1基の発掘調査を行い、窯の構造を記録しまし
た。今後、窯の構造や炭の分析から、生産規模や時期を探る予定で
す。当地域で炭づくりが盛んであったことを示す貴重な資料となり
ました。

しの　 の　 たに　 い　 せき

〈発掘調査調査の作業の様子〉

生活のために、
自分たちで炭を手作りする
必要があったんだね。

詳細は
こちら

煙突部

焼成室
焚口

目次
02

　04

05

06
07
08
09

10

11

12
14

15
22

カーシェアリングで Let's EV体験
松江まちかどダイアリー／小泉八雲とセツの
面白エピソード
松江市長 上定昭仁の「上を向いていこう」／
まいぶんTIME
食べごろ松江／シリーズ松江の匠
マイレポート／松江市公式LINE友だち募集中！
市役所本庁　西エリアのご案内

〈エコクリーン松江〉家庭ごみの搬入が予約制
となります！／島根半島・宍道湖中海ジオパーク
再認定達成
松江の歴史を探りませんか？ 書籍を刊行
しました／松江市職員採用試験・前期日程
スマホやSNS、正しく使えてる？

「メディア教育」推進中！
子育て・健康・福祉
国民健康保険・後期高齢者医療制度加入者
の所得申告／狂犬病予防注射は飼い主の
義務です
情報ひろば
でかけてごしない～イベント情報～

　

松江市ホームページ
防災メールに登録しましょう。
QRコードを読み取って、
空メールを送ってください。

商標について：ＱＲコードは、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

Vol.54

上を向いていこう
松江市長  上定 昭仁 の　

〈市HP〉

 2
24

協
会
主
催
・
松
江
市
協
力
）を
、
4
月
25

日（
土
）、
26
日（
日
）両
日
と
も
10
時
〜

午
後
4
時
に
イ
オ
ン
松
江
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
す（
本
誌
裏
表

紙
ご
参
照
）。

ま
た
、
昨
年
初
め
て
職
員
有
志
に
よ

り
実
施
し
て
好
評
だ
っ
た
、
松
江
市
役
所

で
の「
お
も
て
な
し
茶
会
」を
24
日（
金
）

に
催
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い（
詳
細
は
、決
ま
り
次
第
本
市
S
N
S

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）。

そ
の
ほ
か
、
市
内
ス
ー
パ
ー
・
茶
舗
・

和
菓
子
店
で
の
特
設
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

や
、
お
茶
を
使
っ
た
学
校
給
食
メ
ニ
ュ
ー

の
提
供
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

4
月
24
日
は
、
み
な
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ

の
ス
タ
イ
ル
で
、松
江
の「
茶
の
湯
文
化
」

を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
ね
！

松
江
は
、
京
都
・
金
沢
と
並
ん
で
日
本

三
大
菓
子
処
、
茶
処
と
呼
ば
れ
ま
す
が
、

こ
れ
は「
茶
の
湯
文
化
」が
根
付
い
た
城

下
町
と
し
て
著
名
で
あ
る
こ
と
に
ち
な

ん
で
い
ま
す
。
　

で
は
、
な
ぜ「
茶
の
湯
文
化
」が
松
江

に
根
付
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
江
戸
時

代
後
期
に
松
江
藩
松
平
家
7
代
藩
主
・
松

平
治
郷（
不
昧
）が
茶
道
「
不
昧
流
」
を

大
成
し
て
、
お
茶
を
嗜
む
習
慣
が
武
士

や
庶
民
に
普
及
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

例
に
漏
れ
ず
私
の
実
家
で
も
、
午
前

10
時
と
午
後
3
時
に「
お
茶
の
時
間
」が

あ
り
、
こ
ど
も
の
頃
は
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ

ス
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
片
手
に
、
親
の

点
て
た「
薄
茶
」で
喉
を
潤
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
近
所
に
は
、
茶
舗
や
和
菓

子
店
が
軒
を
連
ね
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
松
江
な
ら
で
は
の「
茶
の
湯

文
化
」を
守
り
継
承
す
る
た
め
、
本
市
で

は
、
平
成
30
年
の
不
昧
公
没
後
2
0
0

年
の
節
目
に「
不
昧
公
2
0
0
年
祭
」を

開
催
す
る
と
と
も
に
、
平
成
31
年
4
月

に「
松
江
市
茶
の
湯
条
例
」を
制
定
し
ま

し
た
。
こ
の
条
例
で
、
不
昧
公
の
命
日

で
あ
る
4
月
24
日
を『
茶
の
湯
の
日
』と

し
、
毎
年
お
茶
に
ま
つ
わ
る
多
彩
な
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
　

今
年
も
、
親
子
連
れ
で
参
加
で
き
る

「
茶
の
湯
の
日
イ
ベ
ン
ト
」（
松
江
菓
子

4
月
24
日
は

　茶
の
湯
の
日
で
す

松江市PRキャラクター
おまっちぇ

小泉八雲とセツに関する出前講座の申込受付中。詳しくはこちら▶

～八雲とセツのちょっとしたエピソードをご紹介します～

毎朝、八雲がセツに行った可愛らしい「習慣」

　熊本時代の八雲の日常は規則正し

いものでした。朝6時起床、7時に

朝食を終えると、その日に着る洋服

を、セツがひとつひとつ順番に手渡

してくれます。さらにポケットまで

検めるセツ流を、最初八雲は「男の

怠惰心を助長する」と嫌いました。

しかし、妻の楽しみを奪ってはいけ

ないと、やがて考えを改め、セツの思うに任せます。

　午前7時半、家中の全員が玄関に集合し主のお見送り。そっと前に差出

されたセツの手にキスするのが、八雲のお決まりでした。

〈小泉八雲熊本旧居〉

あらた

あるじ

たい  だ

市報松江  2026.4 市報松江  2026.4



Matsue Apri l4

０７ ０６

民
生
児
童
委
員
は
、
地

域
の
困
り
ご
と
や
相
談
を

関
係
機
関
に
つ
な
ぐ
、
そ

し
て
見
守
り
を
す
る
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他

に
公
民
館
行
事
へ
の
参

加
、
小
学
校
登
校
時
の
見

守
り
や
、
町
内
会
・
自
治

会
長
、
福
祉
推
進
員
と
共

に「
み
ん
な
で
つ
ど
っ

て
・
か
た
っ
て
・
つ
な
ぐ

ま
ち
づ
く
り
研
修
会
」に

参
加
し
て
福
祉
に
関
す
る

学
び
を
深
め
て
い
ま
す
。

こ
の
朝
日
地
区
で
の
民

生
児
童
委
員
の
活
動
と
、

担
当
地
区
委
員
の
顔
を

地
域
の
人
た
ち
に
広
く

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
公

民
館
主
催
の「
朝
日
ま
つ

り
」開
催
時
に
は
壁
新
聞

を
掲
示
し
ま
し
た
。

N
H
K
の
連
続
テ
レ
ビ

小
説『
ば
け
ば
け
』を
モ

チ
ー
フ
に
、「
だ
れ
が
し

ち
ょ
ー
の
？
」「
何
し
ち
ょ
ー

の
？
」「
こ
げ
な
こ
と
し

ち
ょ
ー
ま
す
」と
説
明
し

た
内
容
の
も
の
で
す
。

そ
し
て
、
民
生
委
員
の

紹
介
と
し
て
、
A
I
を
使

用
し
て
イ
ラ
ス
ト
風
に
ア

レ
ン
ジ
し
た
委
員
の
顔
写

真
を
立
体
的
に
紙
面
へ
貼

り
ま
し
た
。
こ
の
壁
新
聞

の
制
作
に
あ
た
っ
て
、
委

員
の
企
画
力
や
発
想
力
の

豊
か
さ
に
心
が
踊
り
ま
し

た
。「

昇
る
太
陽
の
名
の
如

く
　笑
顔
嬉
し
い
朝
日

の
仲
間
…
活
気
あ
ふ
れ
る

わ
が
ま
ち
朝
日
」（
朝
日

地
区
の
歌「
わ
が
ま
ち
朝

日
」よ
り
引
用
）

チ
ー
ム
朝
日
12
人
の

仲
間
と
き
ば
り
ま
す
。

仲
間
と
と
も
に

朝
日
地
区
民
生
児
童
委
員
協
議
会
会
長

高
木
　典
子

た
か

　き

　
　
　の
り

　こ

桜
が
見
頃
を
迎
え
る
4
月
。
海
の
中
で

も
鮮
や
か
な「
桜
」が
咲
き
ま
す
。
こ
の

時
季
に
旬
を
迎
え
る「
マ
ダ
イ
」は
、
そ

の
美
し
い
姿
か
ら「
桜
鯛
」と
呼
ば
れ
、

春
の
食
卓
を
華
や
か
に
彩
り
ま
す
。
そ
ん

な
春
に
ぴ
っ
た
り
の
旬
も
の「
マ
ダ
イ
」

を
紹
介
し
ま
す
。

「
魚
の
王
様
」と
も
言
わ
れ
る「
マ
ダ
イ
」

は
、
め
で
鯛
と
い
う
語
呂
で
縁
起
も
の
と

し
て
扱
わ
れ
た
り
、「
エ
ビ
で
鯛
を
釣
る
」

と
い
っ
た
こ
と
わ
ざ
と
し
て
使
わ
れ
る
な

ど
、
日
本
で
古
く
か
ら
愛
さ
れ
る
最
も
馴

染
み
の
あ
る
魚
と
も
言
え
ま
す
。

本
市
で
は
、
平
成
17
年
の
合
併
に
よ
り

誕
生
し
た「
新
松
江
市
」の
門
出
を
祝
う

め
で
た
い
魚
と
し
て
、
市
の
魚
介
に「
鯛
」

が
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
美
保
関

町
の「
美
保
神
社
」に
は
、
鯛
を
抱
え
て

い
る
こ
と
で
お
馴
染
み
の「
え
び
す
様
」

が
漁
師
の
神
様
と
し
て
祀
ら
れ
、
全
国
か

ら
漁
師
が
大
漁
祈
願
に
訪
れ
る
な
ど
、
本

市
は
鯛
と
つ
な
が
り
が
深
い
地
域
と
い
え

ま
す
。

「
マ
ダ
イ
」は
全
国
で
広
く
漁
獲
さ
れ
て

お
り
広
く
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
魚
の
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宍
道
町
来
待
地
区
で
石
工
と
し
て
歩

み
続
け
る
匠
。
も
の
づ
く
り
の
仕
事
が

し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
地
元
の
特

産
品
・
来
待
石
に
携
わ
る
道
を
選
び
ま

し
た
。
41
歳
で
独
立
し
煎
沢
石
材
を
起

業
。
石
材
加
工
を
一
貫
し
て
手
が
け
る

石
工
と
し
て
、
確
か
な
技
術
を
磨
い
て

き
ま
し
た
。 

印
象
に
残
っ
て
い
る
仕
事
は
、
佐
太

神
社
に
奉
納
さ
れ
る
狛
犬
の
製
作
と
の

こ
と
。
自
ら
請
け
負
っ
た
大
き
な
仕
事

で
あ
り
、
数
年
か
け
て
完
成
し
た
時
の

達
成
感
は
格
別
だ
っ
た
と
語
り
ま
す
。

個
人
か
ら
の
依
頼
に
も
、
何
度
も
連
絡

を
取
り
合
い
な
が
ら
要
望
に
応
え
、
そ

の
作
品
を
喜
ん
で
も
ら
え
る
瞬
間
が
何

よ
り
の
励
み
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

製
作
で
は
、
自
分
に
ど
こ
ま
で
厳
し

く
で
き
る
か
が
大
切
だ
と
い
い
ま
す
。

終
わ
り
を
決
め
る
の
は
自
分
自
身
。
手

間
を
惜
し
ま
な
い
ほ
ど
、
作
品
は
確
実

に
良
く
な
る
と
信
じ
、
今
後
も
た
だ
続

け
て
い
け
た
ら
い
い
と
語
る
匠
。
石
と

向
き
合
う
日
々
を
淡
々
と
積
み
重
ね
て

い
く
、
そ
れ
こ
そ
が
、
匠
の
職
人
と
し

て
の
在
り
方
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

学
生
時
代
、
テ
レ
ビ
や
雑
誌
で
料
理

が
紹
介
さ
れ
る
の
を
見
て
魅
力
を
感
じ

た
匠
。
高
校
卒
業
後
、
大
阪
府
の
辻
調

理
師
専
門
学
校
で
日
本
料
理
を
学
び
ま

し
た
。
修
業
時
代
は
す
ぐ
に
料
理
を
任

さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
整
理
整
頓
や
洗

い
物
、
下
処
理
か
ら
始
ま
り
、
一
つ
ず

つ
段
階
を
重
ね
て
技
術
を
身
に
つ
け
ま

し
た
。
そ
の
経
験
は
今
も
生
き
て
お

り
、
調
理
中
で
も
誰
が
見
て
も
整
っ
て

い
る
環
境
を
保
つ
こ
と
を
心
が
け
て
い

ま
す
。
料
理
で
は
美
味
し
さ
は
も
ち
ろ

ん
、
安
全
面
へ
の
配
慮
を
大
切
に
し
て

お
り
、
ア
レ
ル
ギ
ー
や
宗
教
上
の
制
限

な
ど
、
お
客
様
一
人
一
人
に
合
わ
せ
た

一
皿
を
追
求
し
、
季
節
感
を
色
や
食
材

で
表
現
す
る
工
夫
に
も
余
念
が
あ
り
ま

せ
ん
。

過
去
に
体
調
を
崩
し
現
場
を
離
れ
た

際
、
周
囲
の
支
え
で
復
帰
で
き
た
経
験

か
ら「
作
る
側
が
元
気
で
な
け
れ
ば
良

い
料
理
は
で
き
な
い
。
こ
れ
か
ら
も
旬

の
食
材
を
生
か
し
、
食
べ
る
人
の
心
が

温
か
く
な
る
料
理
を
届
け
た
い
」と
抱

負
を
語
り
ま
す
。
そ
の
姿
勢
が
、
匠
の

確
か
な
歩
み
を
物
語
っ
て
い
ま
し
た
。

令
和
7
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摂
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民
生
児
童
委
員
は
、
地
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困
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と
や
相
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関
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機
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ぐ
、
そ
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活
動
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ま
す
。
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。
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催
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催
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聞
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N
H
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連
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レ
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だ
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？
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。
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紹
介
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A
I
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。
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踊
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仲
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れ
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仲
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。

仲
間
と
と
も
に

朝
日
地
区
民
生
児
童
委
員
協
議
会
会
長

高
木
　典
子

た
か

　き

　
　
　の
り
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迎
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。
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迎
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華
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。
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っ
て
い
ま
し
た
。

令
和
7
年
度 

松
江
市
手
作
り
産
業
優
良
技
能
者
表
彰

No.1

煎
沢
　良
治

い
り 

ざ
わ

　
　
　り
ょ
う

　じ

No.2

中
村
　高
広

な
か  

む
ら        

た
か  

ひ
ろ

煎
沢
石
材
（
宍
道
町
上
来
待
）

（
功
労
賞 

受
賞
）

推
薦
団
体…

来
待
石
灯
ろ
う
協
同
組
合

株
式
会
社
野
津
旅
館
（
伊
勢
宮
町
）

（
功
労
賞 

受
賞
）

推
薦
団
体
…
松
江
調
理
師
会

シリーズ「松江の匠」
たくみ市は長年にわたり地域産業の発展に貢献された技能者を表彰しています。　

【この記事に関する問い合わせ】ものづくり産業支援センター　☎60-7101

〈松江の匠HP〉

〈受賞者紹介動画〉

鮮やかな桜色が春を感じさせます

上品な甘みと旨味を
ぜひ味わってみてください

美保神社は恵美須様を祀る
全国3,385社の総本宮

写真提供：美保神社

〜
ま
つ
え
旬
も
の
食
べ
て
ご
し
な
い
〜

王
様
と
言
わ
れ
る
だ
け
あ
り
、
や
は
り
魅

力
は
そ
の
食
味
。
身
は
上
品
な
甘
み
が
あ

り
、
ク
セ
や
生
臭
さ
が
少
な
い
の
が
特
徴

で
、
噛
め
ば
噛
む
ほ
ど
旨
味
が
広
が
り
ま

す
。
食
感
も
良
く
、
鮮
度
の
い
い
状
態
で

は
プ
リ
プ
リ
し
た
弾
力
が
あ
り
、
数
日
寝

か
せ
る
と
、
旨
味
成
分
が
増
加
し
た
味
わ

い
と
と
も
に
モ
チ
モ
チ
し
た
食
感
が
楽
し

め
ま
す
。
ま
た
、
鯛
と
い
え
ば
出
汁
も
魅

力
。
骨
や
皮
、
頭
な
ど
か
ら
出
る
雑
味
の

な
い
濃
厚
な
出
汁
を
使
っ
た
鯛
め
し
は
絶

品
で
す
。
和
食
は
も
ち
ろ
ん
、
中
華
、
洋

食
で
も
、
周
り
を
引
き
立
て
つ
つ
も
、
存

在
感
を
放
つ
メ
イ
ン
と
な
れ
る
の
は
、
さ

す
が
王
様
と
い
っ
た
と
こ
ろ
。
特
に
こ
の

時
季
の「
マ
ダ
イ
」は
、
姿
が
美
し
い
だ

け
で
は
な
く
、
産
卵
に
備
え
て
よ
く
エ
サ

を
摂
る
た
め
、
脂
が
乗
っ
て
身
も
ふ
っ
く

ら
と
し
て
い
る
な
ど
、
格
別
の
味
わ
い
で

す
。
刺
身
で
も
、
煮
て
も
焼
い
て
も
揚
げ

て
も
、
ど
ん
な
料
理
で
も
メ
イ
ン
を
飾
る

魚
の
王
様
、
絶
品「
マ
ダ
イ
」。
春
の
門
出

を
祝
う
、
め
で
た
い
桜
を
食
卓
の
メ
イ
ン

に
選
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

・ 

・ 

・ 

・

ごみを出し忘れたことはありませんか？
収集日の前日にLINEで通知が届きます！

配信を希望する情報を事前に
ご登録いただくことで

「ほしい情報だけ」をお届けします。

松江市公式

友だち募集中！
LINE 登録できる情報の種類

イベント　/　くらし　/　健康・福祉　/　子育て・教育
観光・文化・スポーツ　/　移住・定住　/　ごみ　/　防災

友だち登録は
こちらから

おすすめ便利機能！

＼松江市の情報がもっと身近に！／

ごみ収集日通知機能防災
情報 子育て

情報

イベント
情報

市報松江  2026.4 市報松江  2026.3


